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   基本方針は明快にして、着実に目標を達成致します。

一、　先ず、環境に悪いことをしない。　（環境に関する法規等の遵守）
二、　次に、環境に良いことをする。（省エネ・節水・廃棄物の削減・分別リサイクル・
　　 　環境にやさしい物品の調達）
三、　更に、環境配慮型製品の販売・環境情報提供を推進して、新たな企業価値の創造
　　 　を目指します。

改訂日：　2010年9月29日

環 境 方 針

日本資材株式会社

取締役社長　高野繁正

　 持続可能な社会を構築にむけて、事業者が担う責任として、環境負荷の継続的な削減
へ取組み、環境経営を推進します。事業所内での省エネ、節水、廃棄物の削減、分別リ
サイクル等だけでなく、仕入から販売まで　（川上から川下まで）　の原料・商品の流れの
中で、取組むべき課題を問い、目標を定めて、全組織・全事業活動での環境負荷の削減
を目指します。

       

           遵 法      
  

省エネ・節水・廃棄物の削減・分別 

リサイクル・環境にやさしい物品の調達 

 

環境配慮型製品の販売・環境情報提供 

   新たな企業価値の創造 



□　組織の概要

１） 名称及び代表者名

日本資材株式会社

代表取締役社長　高野　繁正

２） 所在地

本社　 大阪府大阪市中央区博労町1丁目5番6号

東京店 東京都中央区日本橋箱崎町31-4

京都店 京都府南区上鳥羽北岩ノ本町３８

名古屋店 愛知県名古屋市西区幅下2-18-12 

福井店 福井県福井市問屋町3-209

新潟店 新潟県長岡市坂之上町２-３-８

R&Dｾﾝﾀｰ 滋賀県愛知郡愛荘町東円堂923－2

３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者 管理本部部長　 桑野　孝弘 TEL : 06-6264-0222

担当者 管理本部 斉藤　茂樹 TEL : 06-6264-0222

４） 事業内容

５） 事業規模

売上高　 本社　4,975百万円　(全社 9,460百万円)　[2021年6月期実績]

本社 R&Dｾﾝﾀｰ

従業員 32 12

延べ床面積 （㎥） 1,581 2,100

(R&Dセンターは2008年度に認証取得済)

東京店 京都店 名古屋店 福井店 新潟店 合　　計

12 2 4 8 1 71名

196 237 99 794 110.5 5117.5㎡

６） 事業年度 7月～6月

□　認証・登録の対象組織・活動

認証・登録番号　０００６５２１

認証・登録日　2011年1月26日　　有効期限　2023年1月25日

登録組織名：　日本資材株式会社　本社

      東京店、京都店、名古屋店、福井店、新潟出張所

活動：産業資材全般, 電子材料, ラミネート加工品及び機能性フィルムの販売

生産緒資材（化学品の輸出入含む）、電子材料の開発・販売、ラミネート加工品及び
機械器具類の販売並びに輸出入。
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□中期環境目標
2013年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（基準年度） （目標） （目標） （目標） （目標）

※2012年から改正化審法（輸入量）で数値化
※2013年から全社実績
※地球温暖化対策推進法の一部を改正する法律(平成28年5月20日成立）

社内グリーン購入の
（ｵﾌｨｽ用品含み）

向上
（購入達成率）

100% 100%

化学品の販売量
（輸入量）

(トン/年）
378トン 輸入量把握 輸入量把握

100% 100%

（本社分）

働き方改革の推進

テレワーク
システムの

△３% △３%

廃棄物排出量
合計

(Kg/年）
8,270 8,012 7,892

△３% △３%

7,952

△３%

616

△３%

生活用水使用量
の削減 （m

3
/年）

635 616 616

産業廃棄物
（マニュフェスト）

(トン/年）
6.01 5.82 5.70

(基準2016年) △３% △5%

5.76

△4%

一般廃棄物
(中間リサイクル含

み）
(Kg/年）

2,260 2,192 2,192

△3% △3%

2,192

△3%

自動車燃料使用量
あたりのCO2排出量

kg-CO2
68,891 60,624

△10% △12%△11%

CO2排出量
合計

(Kg/年）
134,689 118,526

△10% △12%△11%

62,001 61,312

121,219 119,872

項　　目

電力量使用あたりの
CO2排出量

(都市ガス含み）
kg-CO2

65,798 57,902

△10% △12%△11%

59,218 58,560

1,465

輸入量把握

57,244

△13%

59,935

△13%

117,179

△13%

2,192

△3%

5.64

△6%

7,832

△３%

616

△３%

輸入量把握

△３%

100%

Web会議の
展開

環境対応商品点数 商品数 20 22 26 28

1,465

△３%

コピー用紙購入量の
削減

（Kg/年）

1,511 1,465 1,465

△３% △３%
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2022年度　(2021年7月～2022年6月） 単位　％

□環境目標及びその実績 全社取組 全社取組
2009年度 2012年度 2013年度 202１年度 2022年度 2022年度 評価
基準年１ 実績 基準年２ 実績 目標 実績 X△○

実績における評価は基準年度比

換算係数　関西電力0.351　東京電力0.452　北陸電力0.480中部電力0.388　東北電力0.482　単位（kg-CO2/ｋＷＨ）
＜評 価＞　二酸化炭素：　△24.0　目標達成

産業廃棄物排出量：　　目標達成

働き方改革の推進：目標達成

社内グリ－ン購入：目標達成
コピ－用紙購入量：△22.９%　目標達成

＜ 次 年 度 目 標 ＞　
（次年度目標）

環境対応商品点数 X19

実施

社内・顧客展
開済

生活用水使用量削減

化学品販売量：目標達成

1,465 1,130

○
(2010年） △10 △２３.4 △3 △22.9

コピー用紙購入量の
削減

（Kg/年）

1,299 1,094 1,511 1,110

社内グリーン購入
（ｵﾌｨｽ用品含み）

向上

100%
○

100% 100% 100%

257.75

（本社分） （本社分）

○

○

100%

616
△３

531
○

△21 △7.3 △13.7

生活用水使用量
の削減 （m

3
/年）

447 354 635 571

8,012
△３

2,081
○

△71.9 △74

廃棄物排出量
合計

(Kg/年）
1.4 8,270 2,256

5.82
△３

0.477
○

廃棄無 △95.1 △91

産業廃棄物
（マニュフェスト）

(ﾄﾝ/年）
0 6.01 0.284

2,192
△３

1,610.85
○

15.95 △26.5

一般廃棄物
(中間リサイクル含

み）
(Kg/年）

1,425 2,260 2,541.64

自動車燃料使用量
あたりのCO2排出量

kg-CO2
27,422 22,188 68,891 32,154.05

121,219
△10

90,930
○

△14% △32.7 △24

CO2排出量
合計

(Kg/年）
70,519 60,052 134,689 82,452

〇
△12% △1６ △6.9

62,001
△10

35,960
○

△19% △48.7 △42

項　　目

電力量使用あたりの
CO2排出量

(都市ガス含み）
kg-CO2

43,097 37,865 65,798 50,278
59,218
△10

55,082

環境対応商品点数　企画するものの1商品販売実績ならず目標未達成

環境対応商品拡販

20

化学品の販売量
（輸入量）

(トン/年）
輸入量
把握

働き方改革の推進

テレワーク
導入

Web会議
展開

345トン 378トン 237.1

商品数

100%
（購入実施）

生活用水使用量：　 目標達成
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電気使用量　本社
2020年7月～2021年6月 2021年7月～2022年6月

全日kWh 有効kWh 夜間kWh CO2(Kg) 全日kWh 有効kWh 夜間kWh CO2(Kg)
7月 4,886 3,872 1,014 1,632 4,739 3,712 1,027 1,507
8月 5,860 4,778 1,082 1,957 7,300 6,170 1,130 2,321
9月 10,293 9,069 1,224 3,438 7,299 6,073 1,226 2,321

10月 5,334 4,279 1,055 1,782 4,849 3,780 1,069 1,542
11月 4,150 3,148 1,002 1,386 4,700 3,630 1,070 1,495
12月 6,161 5,088 1,073 2,058 5,988 4,879 1,109 1,904
１月 7,813 6,631 1,182 2,610 7,302 6,080 1,222 2,322
2月 9,803 8,582 1,221 3,274 10,749 9,404 1,345 3,418
3月 7,699 6,622 1,077 2,571 8,918 7,683 1,235 2,836
4月 6,598 5,383 1,215 2,204 6,588 5,396 1,192 2,095
5月 4,156 3,103 1,053 1,388 4,098 3,032 1,066 1,303
6月 3,737 2,705 1,032 1,248 3,982 2,924 1,058 1,266

合計 76,490 63,260 13,230 25,548 76,512 62,763 13,749 24,331

(CO2排出係数：0.351kg-CO2/kWh)
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水道使用量    本社
2020年7月～2021年6月　 2021年7月～2022年6月　

m
3

m
3

7月 28 7月 25
8月 22 8月 16
9月 22 9月 14

10月 24 10月 13
11月 26 11月 21
12月 24 12月 25
1月 29 1月 18
2月 17 2月 17
3月 18 3月 15
4月 25 4月 24
5月 15 5月 96
6月 22 6月 24

合計 272 合計 308
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ガソリン使用量　（大阪本社） 排出係数 2.32166

合　計 排出量Kg 合　計 排出量Kg
7月 516.6 1,199.416 316.0 733.691
8月 359.6 834.823 382.9 888.894
9月 402.1 933.493 219.8 510.208

10月 253.4 588.402 369.3 857.4123
11月 338.9 786.741 397.4 922.6973
12月 409.1 949.791 458.4 1064.133
1月 127.3 295.455 290.2 673.6761
2月 133.1 309.036 379.9 881.9522
3月 315.1 731.578 320.3 743.5813
4月 276.8 642.705 480.8 1116.301
5月 246.3 571.825 385.9 895.8822
6月 280.4 650.970 324.1 752.4268

合計 3658.7 8494.2 4324.9 10040.9

2021年 2022年

0.0

500.0

1000.0

1500.0

2000.0

2500.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2021年度

ガソリン使用量(L) CO2排出量(Kg)

0.0

500.0

1000.0

1500.0

2000.0

2500.0

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

2022年度

ガソリン使用量(L) CO2排出量（Kg)

７



ガソリン使用量　（各店） 2021年7月～2022年6月 ガソリン 排出係数 2.322
軽油 排出係数 2.619

京都 名古屋 北陸 新潟 軽油(北陸） 排出量Kg
7月 188.0 187.0 214.6 198.4 0.0 239.7 2457
8月 202.1 150.5 136.4 162.4 0.0 220.0 2088
9月 190.3 212.8 136.8 143.0 0.0 205.0 2123

10月 161.7 176.6 181.3 162.3 0.0 215.0 2146
11月 208.5 177.2 164.4 141.6 0.0 260.0 2287
12月 184.1 153.9 177.5 161.6 0.0 260.0 2253
1月 177.0 147.7 168.0 150.9 0.0 195.0 2005
2月 190.0 149.0 108.8 127.0 0.0 260.0 2016
3月 215.0 202.1 218.2 116.6 0.0 195.0 2257
4月 210.7 151.9 146.4 148.4 0.0 245.0 2168
5月 231.2 172.2 111.7 148.1 0.0 215.0 2103
6月 208.3 184.7 85.3 126.9 0.0 241.8 2039

合計 2366.8 2065.6 1849.4 1787.2 0.0 2751.5 25,942
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単位　KG

新潟 京都 名古屋 北陸 支店計 本社

可燃 28.30 12.25 163.00 107.90 311.45 可燃 367.80

一般 11.50 1.14 5.20 77.10 94.94 一般 360.60

段ボール シュレッター 199.00

新聞 7.40 20.00 27.40

缶 コピー用紙 129.30

ペットボトル 4.50 4.50 封筒・チラシ 289.10

新聞 112.00

雑誌 33.10

各店計 51.70 13.39 188.20 185.00 438.29 段ボール 59.70

缶 16.50

ビン 65.50

ペットボトル 17.90

1,650.50

2021年7月～2022年6月

各店事業系ごみ (廃棄物）

可燃

一般

段ボール

新聞

缶

ペットボトル

本社事業系ごみ (廃棄物）
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シュレッター

コピー用紙
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新聞
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2022年度　（2021年7月～2022年6月） 2022年度の内容として、改定すべき点を正す。 承　認 作　成

年月日 年月日

　環境管理計画 22.09.03 19.07.02

スケジュール

2022年度

１．環境に悪いことをしない

　　《法規制の遵守》

２．環境に良いことをする

　　省資源活動 (2)事業系一般廃棄物から資源ゴミ分別

　　《事業系一般廃棄 　①事務所・倉庫の整理・整頓。（5S活動）

　　　物量の削減》

　①電気設備のリスクの低減。

　②最高需要電力の管理。(電気料金の削減）

(4）自動車燃料使用量あたりのCO2排出量の

　　削減

　①ハイブリッド車の導入及び交通事故の

　　防止の啓発

　②エコドライブ運動の継続

(5)化審法・化管法関連化学物質管理の

　　マニュアル化

　①SDS(安全データシート）管理

　　（自社取扱商品の分析）。

３．環境配慮型製品の販売・

　　環境情報提供

　　　　　　　環境方針
　　　　　　環境目的及び実施項目 取組結果とその評価

評価
○△X

問題の是正及び予防

環境関連法規
（１）コンプライアンス（法令遵守）のリスク管理
　①業務の見える化。
　②就業規則の改訂準備　（中期目標）

①社内の情報共有、業務効率化のためグループウエアの利用再
確認
②就業規則の改訂準備は、引続き中期目標として
　 次期に繰り越します。

△

各自スケジュ－ルの管理にグル－プウエア－を
利用することで利用率・閲覧率向上する。
就業規則改定は外部の専門家に相談してEC21
活動との接点を見つける。

①事務所・倉庫の中の過去からの不要品（廃棄予定の
　 化学品等も含め）の廃棄を出来るものから手を付けています。 △

古い化学品は、MSDS等が入手できなくなり
廃棄するのも厄介になります。不要品の処理も、
期末などに定期的にする。

(3)電力量使用あたりのCO2排出量の削減
①本社事務所内ＬＥＤ化完了
②関電のデマンドお知らせサービスを利用開始。

〇

事務所内ＬＥＤ化することで水銀含有問題の蛍
光灯廃棄が無くなり、電力使用量も削減可能。
今後は、火災等防災で社員の安全ファースト！

①現在の社有車、本社５台、北陸２台とトラック１台
　 名古屋２台、京都トラック１台　計１１台
　 ガソリン使用量集計の継続で省資源活動。
②エコドライブ運動の継続で、省資源活動。
③テレビ会議利用により移動コスト・リスク削減

△

社有車の管理＝社員の安全ファースト！

エコドライブ運動＝交通事故防止につな
げるように、引き続き社有車の管理。
テレビ会議全支店展開・設定準備の軽減化

　③テレビ会議利用で移動軽減化

（７）環境関連商材及び客先へのCRS
　　対応等社内情報の共有化。
　①環境情報提供の見える化（件数）。
　②環境関連商材の見える化。
　③客先へのCRS対応等の社内情報の
　　共有化。

①、②、③共に情報のファイル化を継続。 △

①、②、③共の情報を社内で共有する
化は、今後の課題として残りました。
管理本部でのファイル化で、適時社員が
提供できるようにする。

①各店倉庫の在庫品のＳＤＳ管理。

②改正化審法の化学品の年間輸入数量作成マニュアル。 △

先ず、足元のSDS管理を改善する。
安全意識を変えて、社員ファーストに
社内（内）から、そして社会（外）へ。
化学品の年間輸入数量で、リスク管理
の維持に利用する。

　②化学品のリスク管理

（６）社内グリーン購入品目の検討と推進 エコマークやグリーン購入の購入履歴をチェック遂行する。 △
大手事務用品等通販の購入サイト履歴
で、グリーン購入等を見える化。
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2022年度　（2021年7月～2022年6月） 　承　認 作　成

]

作成

承認

１．環境に悪いことをしない

　　《法規制の遵守》
継続実施

継続実施

２．環境に良いことをする （１）事業系一般廃棄物から資源ゴミ分別

　　省資源活動

《事業系一般廃棄物量の削減》
（２）電力量使用あたりのCO2排出量の削減 全社

本社 継続実施

本社 継続実施

本社 継続実施

（３）自動車燃料使用量あたりのCO2排出量の削減

（４）化審法・化管法関連化学物質管理のマニュアル化

全社 中谷 継続実施

本社 中谷 継続実施

（５）社内グリーン購入品目の検討と推進 本社 打谷 継続実施

（６）環境関連商材及び客先へのＣＳＲ対応等社内情報の共有化。

　①環境関連商材の見える化。 全社 斉藤 継続実施

本社 斉藤 継続実施

本社 斉藤 継続実施

　②化学品のリスク管理（自社取扱商品の分析）。

　①業務の見えるか。

　②就業規則の改正準備　（中期目標）

管理本部
中谷

　①電気設備のリスクの低減。

　②最高需要電力の管理。（電気料金の削減）

　③空調フィルターの定期的な清掃。

全社 管理本部

2021年7月2日

2022年9月1日

（１）コンプライアンス（法令遵守）のリスク管理

環境関連法規

2023年度環境経営管理計画

環境方針 環境目的及び実施項目 対象組織 実施担当者
継続・新規

区分

３．環境配慮型製品の販売・
　　環境情報提供

管理本部
継続実施　①事務所・倉庫の整理・整頓。(5S活動）

　②産業廃棄物の管理とファイル化　

　①SDS（安全データシート）管理

継続実施　①ハイブリット車の導入及び交通事故の防止の啓発 全社 立花

全社

　③対応商品数把握

　②エコドライブ運動の継続

　②客先へのCSＲ対応等の社内情報の共有化。
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作成　2019年9月10日

  承  認   評価者

当社では、下記の事項に付いて、1回／年  法規制遵守評価を実施する。

①基本理念 ○

①温室効果ガスの排出抑制等 ○

３、廃棄物処理法 ①事業系廃棄物は適正に区分し、処理されているか。 ○
及び大阪市条例 ②事業系廃棄物は資格を持った業者に処理・処分の委託をしているか。 ○

③事業系廃棄物の保管は適切にされているか。 ○
④事業系廃棄物は適切な掲示がなされているか。 ○

○
４、家電リサイクル法 ①家電廃棄物の引渡しは適切にされているか。 ○

５、化管法 ①対象化学品の販売時に、MSDSの提供がされているか。 ○
（MSDS制度） ②書類の保管がなされているか。 △

③行政の指導が有った場合、それに対応しているか。 ○

６、消防法 ①安全確保の管理は適切になされているか。 ○
②消防用設備等の点検・報告が適切にされているか。 ○
③行政の指導があった場合、それに対応しているか。 ○

７、毒物劇物取締法 ①劇物表示があるか。 ○
②鍵の掛かる保管庫に保管されているか。 ○
③入出庫の管理と書類の保管ができているか。 ○
④行政の指導が有った場合、それに対応しているか。 ○

８、フロン排出抑制法 ①３ヵ月ごとの簡易点検 ○
②３年に１回定期点検の実施 ○ 無
③定期点検、重点、回収、再生、破棄は許可業者へ依頼する。 ○

９、改正化審法
（2011.4.1）
１０、労働安全衛生法 ①労働者の安全と健康の確保対策を一層充実するための改正 〇
（一部改正 １～７項目、項目ごとに施工時期が異なる。
2014.6.25公布）

（不適合が発見された場合）
不具合が発見された場合環境管理責任者ヘ連絡指示を受ける。

　　過去3年間、法規制違反及び訴訟はありません。

チ ェ ッ ク 項 目法規制

１、環境基本法

２、地球温暖化
　　対策法

評価の
結果

①１化学物質につき、1企業当たり1.0トン以上の製造（輸入）数量等に
ついて、経産省へ届出義務

２．違反、訴訟等の有無

無

１．定期的法規制遵守評価表

無

無○

苦情、訴訟
の有無

無

無

無

無

無

無

⑤水銀含有廃棄物が適切な保管と処理の表示・整理されているか。
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各営業拠点に適用される市条例

東京店：　東京都環境局の所管する主要な条例等

法規制 チェック項目

京都店： 京都市環境政策局

法規制 チェック項目

名古屋店：名古屋市

法規制 チェック項目

4．名古屋市空き缶等
　 散乱の防止に関する条例

・空き缶等の投棄の禁止

5．名古屋市産業廃棄物等の
　 適正な処理及び資源化の
　 促進に関する条例

・処理の委託における確認など

1．名古屋市環境基本条例 ・環境保全について、市、事業者及び市民の責務を
　明らかにするとともに、施策の基本となる事項

2．市民の健康と安全を
　 確保する環境の保全
　 に関する条例

・略称「環境保全条例」、公害防止条例を全面的に
　見直し

3．名古屋市廃棄物の減量
　 及び適正処理に関する
　 条例

・廃棄物の減量、適正処理

2．京都市廃棄物の減量
　 及び適正処理等に
　 関する条例

・廃棄物の発生を抑制及び再生利用の促進による減量、
　適正処理並びに生活環境の清潔の保持

3．京都市産業廃棄物の
　 不適正な処理の
　 防止等に関する条例

・自社産業廃棄物の保管用地の届出、保管場所の明示
・自社産業廃棄物の運搬指示票の作成、交付、携行
・産業廃棄物処理施設の維持管理記録の閲覧、施設の
　公開
・環境の保全上容易に回復し難いと判断された時の
　産業廃棄物の搬入一時停止命令、即時搬入停止措置

5．京都市環境影響評価
　 等に関する条例

・東京都環境影響評価条例

4．東京都廃棄物条例 ・廃棄物の発生を抑制、再利用の促進、適正な処理

5．環境アセスメント条例 ・東京都環境影響評価条例

1．京都市環境基本条例 ・環境保全について、基本理念

1．東京都環境基本条例 ・環境の保全に関する基本的施策

2．環境確保条例 ・都民の健康と安全を確保する環境に関する条例
　 （平成12年　東京都公害防止条例を全面的に改正）

3．自然保護条例 ・東京における自然の保護と回復に関する条例
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福井店：　 福井市　（福井県）

法規制 チェック項目

新潟店： 長岡市

法規制 チェック項目

・廃棄物（産業廃棄物以外）の減量、再生利用及び
　　　適切な処 並び生活環境 衆衛生 向上を り健康　適切な処理並びに生活環境・公衆衛星の向上を図り

　健康で快適な生活を確認

・市民の参加と協働による美しいまちづくりを行い良好な

　生活環境保全

2．長岡市廃棄物の減量及び
　 適正処理等に関する条例

3．長岡市生活環境の保全及
　  び美化に関する条例

4．産業廃棄物等の適正な
　 処理の促進に関する条例
　 （新潟県）

・マニュフェスト（産業廃棄物管理票）制度

1．長岡市環境基本条例 ・環境の保全及び創造について、基本理念

4．水質汚濁防止法 ・水質汚濁防止法に基づく一律排水基準
　16.09.01 追記

1．福井市環境基本条例 ・環境の保全について、基本理念

2．福井市廃棄物の処理
　 及び清掃に関する条例

・自らの責任において適正に処理すること
・再生利用等を行うことによりその削減
・国及び地方公共団体の施策に協力

3．廃棄物の処理及び
　 清掃に関する法律

・マニフェスト（産業廃棄物管理票）制度
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代表者による全体の評価と見直し・指示 2022/9/21

（経営者による指示）

方針・目標・計画・実施体制は継続とする。

編集後記

コロナ禍継続の中、後半には終息・軽症化の様相を示し、経済活動も動きを見せるようになりま
したが、２０２２年２月にウクライナ侵攻が勃発しエネルギ－価格、原料価格の高騰、為替相場
の変動等の影響を受ける中、プロダクト部門におきまして衛生資材・介護用品等は安定した動き
で堅調に推移致しましたが、これからの動乱時代を迎え生産性の向上でコンパクトな効率的運
営を行い、利益の出る事業体を目指します。

　
昨今の世界情勢を見ているとエゴよりエコが進むことを祈ります。
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日本資材株式会社　実施体制図及び役割・責任・権限表　

改正日：2017年6月1日

（大阪本社）

研究開発部門　R&Dセンター
（滋賀）　 センター長

製造部門　㈱ダイニチ
〔日本資材100%出資会社〕

注：　研究部門であるＲ＆Ｄセンターは、㈱ダイニチ
　　　の敷地内にあり、㈱ダイニチと共に環境活動に
　　　取り組んでいます。[EA21認証・登録済]

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

※EMS委員会は、定例（毎月または隔月）部長(EMS委員）会内で同時に開催される。

※各部門は、各部に記載している者を責任者とする。

日本資材EMS
委員会

管理本部
部長：

業務部：部長
承認 作成

最高経営責任者
(社長）

・環境方針の決定と環境経営システムの見直し　　(経営の課題とチャンスの明確化）

最高経営責任者
社長：

環境管理責任者
取締役：

第2営業部
部長：

第2営業部
（京都）

EA21事務局
（管理本部内）

第4営業部
部長：

東京店(第1営業)
部長：

第1営業部
（長岡）

福井店(第5営業)
部長：

第5営業部
(名古屋）

役割・責任・権限

部門長　※

全従業員

環境管理責任者

・環境負荷及び環境への取組状況の把握・評価結果を踏まえて、具体的な環境
　目標及び環境活動計画を査定する。
・エコアクション21に関する環境経営システム（EMS)の構築・運用を円滑に行う。
　

EMS委員会　※

・環境負荷及び環境への取組状況の把握・評価する。
・環境配慮型製品の販売・環境情報の提供を担う。
　

EA21事務局
・事務局として、環境責任者を補佐し、エコアクション21に関する実務全般及び、
　環境リスク管理を所管する
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　　　　　　　　　　　　　たばこの消し忘れが無いか確認

火災対策

❶　防火活動　火元になりそうな場所をなくす

放火させない＝ゴミを捨てる場合は屋外のゴミ箱の中に必ず入れる。

電気系統から防火＝漏電監視装置設置、タコ足配線禁止　ダクト内配電盤を移設

喫煙時、後の防火＝喫煙は水を用意して喫煙場所で行い、

避難経路確保　＝　机の周り、階段周り、通路に物を置かない。

❷　火災を発見したら

火災発見したら事務所以外に応接室、トイレなど各階に伝わるよう大声で手分けして知らせる。

また、なるべく多くの人数で１１９番通報　初期消火　避難誘導を協力して行う。

　　　　　　　火が消えても消火器の薬剤は全て出し切る。

❸　初期消火とは
初期消火とは、火が床など横にひろがっているだけの間、あるいはカーテンや襖などの立ち上り面に火が
移るまでに火を消すことを言います。初期消火は出火してから３分以内が勝負です。消火器や消火栓を利
用しましょう。

❹　消火器を使用した初期消火方法
燃焼物より３．５メートル程度の距離を取り炎と煙に注意し燃焼物をねらい、手前からホウキで掃くように
ホースを操作し消化する。火勢いが弱まると火元に向かって確実に放射する。

★注意点　初期消火活動に入る前に、必ず避難経路を確保してから行う。
火が消え も消火　薬剤は全 出 切る

防火
火災発
生

初期消
火 避難
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❺　屋内消火栓を使用した初期消火方法

❺　早く逃げる

消火栓の操作方法
各階にある消火栓を使用する時は２人以上で下記の手順に沿い行う。
➀　ホースをのばし消火に向かう
➁　バルブを開け、赤橙ランプ上にある起動ボタンを押す。（作業動作前後可）

防火
火災発
生

初期消
火 避難
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火災発生場所のみ設定し避難訓練開始時間は知らせずに実施する。

★注意点　天井に火がとどく、又は天井に燃え移た
時点で初期消火は中止し、煙を吸わないよう口を覆
い即避難開始する。

❻　早く逃げる

天井まで火が移ったら、もう素人の手には負えません。早めに避難・誘導を行って下さい。
火災で怖いのは、火よりも煙。あっという間に広がる火災の煙には、有毒ガスが含まれていて、
大量に吸い込むと意識がなくなり危険です。避難するときは、服装や持ち物にこだわらず急いで
逃げましょう。
できるだけ姿勢を低くして、ぬれタオルやハンカチで口を覆い、煙を吸い込まない工夫をして下さ
い。シーツや毛布を水にひたしてかぶるのも、火の粉から身を守る手段のひとつです。避難の際
は、燃えている部屋の窓や扉は閉めましょう。住宅内の火災の場合は、ガスメーター付近にある
ガスの元栓を閉めましょう。※ただし無理は禁物です。

２０２１年１２月　年内営業最終日に本社事務所にて避難訓練を実施

防火
火災発
生

初期消
火 避難
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消火栓の操作方法

各階にある消火栓を使用する時は２人以上で下記の手順に沿い行う。

➀　ホースをのばし消火に向かう

➁　バルブを開け、赤橙ランプ上にある起動ボタンを押す。（作業動作前後可）
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